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本書は、日本の高等教育機関が留学生を迎え入れるに当たり、どのような点に留意すべ
きかを問題提起すると共に、その改善に向けた提言を試みることを目的としている。序章
では、「留学生獲得が日本の大学にもたらすもの」と題し、留学生 30 万人計画からの留学
生受け入れの動向を整理し、マクロレベルでの日本の留学生政策を概観する。そして、日
本社会における留学生の存在が持つ意味を問いかけ、今後の留学生政策を考察した。 
続く第 1 部では、「受入れ側の実態―留学生が持つ価値と国内高等教育機関の期待―」
と題し、大学の規模で分類し検証を試みた。第 1 部は、3 章から構成され、大学の規模に
従って、大規模、中規模、そして小規模大学をそれぞれ扱っている。これは、文部科学省
の「私立大学等経常費補助金」のカテゴリーに則り、大規模大学を収容定員 8,000 人以上、
小規模大学を同じく 4,000 人未満とし、その中間を中規模大学と位置付けた。日本の高等
教育が留学生に依存している状況は、社会的な問題として近年憂慮されているが、700 を
超える日本の高等教育機関は、規模や資金力、伝統・ブランド力など、留学生を受け入れ
る事情は一様ではない。題目は、第 1 章「大規模大学：留学生政策の牽引役として期待さ
れる役割とは」、第 2 章「中規模大学 留学生担当教員が抱える問題意識から見えるもの」、
第 3 章「小規模大学 存続をかけて展開される留学生獲得マーケット」となっており、そ
れぞれケーススタディ的に検証している。第 1 章では、日本における外国人留学生受入れ
政策の推進役として牽引する役割を担う大規模校は、外国人留学生、高等教育機関を通過
するアカデミックライフに関する、エンロールメント・マネージメント（enrolment 
management）、学びの連続性という観点からのアーティキュレーション、共生社会を構
成するメンバーといったグローバルな高度人材育成ミッションを、どのように自己実現す
るべきかなどといった使命を負う戦略や責務が記述されている。首都圏近郊の中規模私立
大学で、留学生を指導している教員の抱えている問題意識から質的に調査することを目的
とした第 2 章では、今日の留学生の受け入れ環境と支援のあり方を振り返り、その問題意
識は、教員間で共有されていないことが明らかになった。また、その根幹にあるものは、
留学生政策というビジョンそのものの欠如であった。定員割れが深刻化していく地方の小
規模大学大学の留学生獲得マーケットについて整理し分析を行っているが、大規模や中規
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模校とは異なり、常日頃、大学経営者に、存続を賭けた厳しい判断が求められている。 
第 2 部の「送り出し側のホンネ―魅力的な日本留学とは―」では、東、東南、南、そし
て中央アジアを中心とした、海外送り出し高等教育機関からの具体的な取り組み事例を紹
介している。とくに、留学生を送り出す側は、日本留学をどう評価しているのかを、第 4
章から第 14 章で取り上げている。第 4 章から第 7 章にかけては、伝統的に数多くの日本
語学習者を擁する東アジアの諸国・諸地域（中国、韓国、台湾、香港）の状況が発信され
ている。一方、第 8 章から第 14 章では、近年留学生送り出しの実績を拡大させる東南ア
ジア（タイ、マレーシア、インドネシア、シンガポール、ベトナム）、さらには中央アジア
（ウズベキスタン）や南アジア（インド）についても、その一端に触れている。4 章から 8
章のタイトルは、以下の通りである。第 4 章 中国「相対的な日本語学習者減と日本の社
会文化に対する関心の高まり」、第 5 章 韓国「中国語教育との競争を背景に変化する日
本語学習・日本留学の目的と形態」、第 6 章 台湾「少子化でもなお冷めることのない日
本語学習熱を背景に」、第 7 章 香港「短期大学を特色とする当地において見出せる日本
留学の展望」、第 8 章 タイ「高校と大学の両面からみた日本留学の現状と課題、そして
新しい留学制度設計へ」、第 9 章 マレーシア「留学生送り出し大国から受入れ国への転
換を目指す」第 10 章 シンガポール「卓越した教育政策により成長し続ける都市国家」
第 11 章 ベトナム「日本語教育の質向上に向けた対応に苦慮する一大留学生派遣国」、第
12 章 ウズベキスタン「日本語の「孤立環境」から変化を遂げつつも、社会要因に悩む特
徴を持つ国」、第 13 章 インドネシア「高度人材育成に向けて高等教育機関における日本
語教育に期待される役割」、第 14 章 インド「日本語教育の現状と課題―英語圏への留学
との格差をどう捉えるべきか―」。 
これらの章は、各国の日本語教育分野において、理論面や教育実践面で積極的に活動し
ている関係者によって報告されている。アジア各国の日本語教育事情、そして日本留学の
実態を紹介しながら、学生を送り出す教育機関が、受け入れ側の高等教育機関に何を期待
するのかが発信されている。本書が提供するケース・スタディを通して、留学生を受け入
れるに相応しい教育機関の在り方を模索した。特に、本書の新規性として挙げられるのは、
日本へ送り出す海外の日本語教育機関の目線に立脚していることにある。大学にとっての
留学生の価値や連携の期待にどのような違いがあるか、今後日本の高等教育の縮図が垣間
見られる。 
終章の「留学生政策の意義と可能性」では、第 1 部、第 2 部に続き、全体を総括し、留
学生を受け入れる意義を再考し、新たなエンロールメント・マネージメントの方策を提案
している。2015 年 9 月の国際連合のサミットで採択された「持続可能な開発のための 2030
アジェンダ」にて記載されている、SDGs（持続可能な発展目標）の理念が注目されてい
る。日本の高等教育機関の留学生教育が、「教学支援」を軸とする留学生のエンロールメン
ト・マネージメントの構築を通して運営されるのであれば、同ターゲットに近づくための
政策として評価できるだろう。そのためにも、留学生政策を SDGs の観点から捉え直し、
その支援が留学生の目標達成感につながるものとなるよう、留学生受け入れ大学は、広い
視野に立って大学経営に臨むべきである。 
（みやざき さとし 早稲田大学大学院日本語教育研究科） 
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